
特色・工夫した点

①人権教育ファシリテーター養成講座

ファシリテーターとしての心構えについて学び合えるよう

に、各回の最後に、参加者同士のフリートークや指導者への質

問の時間を設定した。

②人権教育推進状況調査報告書

県内全市町に対して実施し、その成果をまとめた。

実施結果

参加者の反応・事業の反響等

①人権教育ファシリテーター養成講座

大変好評で、参加体験型人権学習が効果的であることを、参

加者自身が実感できたようであった。また、講座の終了後に各

市町において、参加体験型人権学習のファシリテーターとして

活動した者も数名いた。

参加者の主な感想

○今回の研修を基礎として、水準を高めた研修を受講したい

○自治会単位での出前講座の中で、参加体験型人権学習を取

り入れたい

○盛りだくさんの内容であるため、回数を増やして、もう少

しじっくりと指導してほしい

○アクテビティは実際にやってみないとわからないものなの

で、もっと多くの内容を盛り込むことを望む

②人権教育推進状況調査報告書

県内の人権教育推進状況を初めて系統的に調査したもので、

講座の開催方法や講師情報について貴重な情報源となっている。

反省点・今後の課題

①人権教育ファシリテーター養成講座

議会や台風被害の後片付けなどのために欠席する人もあり、

毎回参加者数が変わってしまった。今講座を受講した人に対し

て、さらにステップアップ

した講座を設け、参加者が

実際にファシリテーターと

して活動できるような環境

整備を進めていく。

②人権教育推進状況調査

報告書

担当者の実務において参

考となる内容なので、発行

部数をもう少し多くすべき

だった。今後も数年おきに

調査し報告書を作成してい

くようにする。

第1回「参加型で学ぶ人権～ファシリテーターの役割と参加型

の理解～」

「オリエンテーション」「アイスブレ－キング」「グローバルな

優先課題は何だろう？」「三種のじゃんけんゲーム」など参加型

アクティビティを通して、参加者同士が知り合い、現存する人

権問題を認識し、課題を設定する。また、社会と教育の関係を

振り返り、今後、参加型の人権教育が担う役割を考える。

第2回「気づきと築きのアクテビィティ～流れのある手法論～」

第1回を振りかえることに始まり、「ぜったい誰かのお膝に座

っちゃうぞ！ゲーム」「多数派・少数派ゲーム」「私を豊かに生き

させてくれるものたち」「人権尊重社会を築くために私にでき

ること」など多様な人権アクティビティを体験する。ゲームを

体験し、振り返り、一般化（原理原則を見つける）し、応用する

「経験学習の4段階」を学ぶ。

第3回「未来を拓く参加型人権教育～課題に迫るプログラム作

りと評価の指標～」

第1･2回を振りかえる。プログラムの作り方を学び、実際に

作ってみる。「オリエンテーション」「アイスブレ－キング」「プロ

グラムづくりのポイント」「プログラムづくり」「プログラムの発

表と評価」などが主な内容。

②人権教育推進状況調査報告書

県内各市町における人権教育の推進状況について調査し、報

告書を作成。調査項目は、人権教育推進上の課題、推進体制・

組織、年間計画、取り組みの具体例、作成した資料、講演会講

師等。

連携状況

①人権教育ファシリテーター養成講座

「NPO法人NIED･国際理解教育センター」から指導者を招い

た。

講座内容の記録とそれをもとにした報告書の編集にも「NPO

法人NIED･国際理解教育センター」に協力いただいた。

②人権教育推進状況調査報告書

県内の全市町に協力をあおぎ、人権教育の成果をまとめた。
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市町で行われている社会教育における人権教育について、具

体的な実践事例等をとりまとめた資料を作成し、各市町の教

育委員会に配布。各市町における人権･同和教育推進の一助と

した。

事業概要

①人権教育ファシリテーター養成講座

NPO法人NIED・国際理解教育センター代表理事の山中令

子さんを講師に迎えて行われた。

事業の目的

①人権教育ファシリテーター養成講座

参加体験型人権学習の重要性に鑑み、文部科学省の委託で行

われている「人権教育推進のための調査研究事業」の一環とし

て、緊要の課題である県内における人権教育のためのファシリ

テーター（指導者）の養成講座を実施、社会教育における人権

教育を推進することを目的とする。

具体的な講座のねらいには以下のものがある。

○ファシリテーターの役割と参加体験型人権学習について、

体験を通して理解を深める。

○プログラムの流れを実際に体験し、人権について参加者独

自の視点で問題意識を持ち、問題の解決方法やプログラム

を考案していく「気づきから築きへ」とつなげる参加型の

手法を理解する。

○人権教育を通して達成したいことを確認し、課題達成に迫

る参加体験型人権学習のプログラムを作成する。

○研修で得られた成果と課題を共有し、今後それぞれの場で

具体的にどう生かしていくかを考え持ち帰る。

②人権教育推進状況調査報告書

同和問題をはじめ、様々な人権問題を解決するため、県や各
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① 人権教育ファシリテーター養成講座 

　 第1回　平成16年11月9日（火）参加者：18人 

　 第2回　平成16年12月7日（火）参加者：17人 

　 第3回　平成17年1月19日（火）参加者：15人 

② 人権教育推進状況調査報告書 

　 平成17年3月　発行部数280冊 
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　 県内全市町教育委員会に配布 
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香川県教育委員会 
香川県教育委員会事務局人権・同和教育課 

TEL 087-832-3780研 座 演 シン 資 映 他 体 ワ 

人権教育地域指導者研修会 

「たかはま子ども市民憲章」 
普及啓発書作成事業 

人権教育のための調査研究モデル事業 
「人権問題学習講座（参加体験型学習プログラム） 
事例集」「人権教材『いろいろな人権問題』」の作成 

識字・日本語教室推進会議／識字セミナー 

人権教育推進のための調査研究  
大阪府モデル事業 

子ども多文化交流＆JICA国際協力フェスティバル2004／ 
子ども多文化共生シンポジウム 

①人権学習ファシリテーター入門講座 
②人権教育地方別研修会 

人権教育企画者養成講座（PTA対象） 

PTA指導者人権教育研修会 
（幼・小・中学校、高等学校及び盲・聾・養護学校） 

人・かがやきプラン推進事業 

口和町人権楽習会 

①人権教育ファシリテーター養成講座 
②人権教育推進状況調査 

司法における人権についての学習講座 

人権学習研修マニュアル作成事業 

人権教育地域指導者研修会 

「たかはま子ども市民憲章」 
普及啓発書作成事業 

人権教育のための調査研究モデル事業 
「人権問題学習講座（参加体験型学習プログラム） 
事例集」「人権教材『いろいろな人権問題』」の作成å

識字・日本語教室推進会議／識字セミナー 

人権教育推進のための調査研究  
大阪府モデル事業 

子ども多文化交流＆JICA国際協力フェスティバル2004／ 
子ども多文化共生シンポジウム 

①人権学習ファシリテーター入門講座 
②人権教育地方別研修会 

人権教育企画者養成講座（PTA対象） 

PTA指導者人権教育研修会 
（幼・小・中学校、高等学校及び盲・聾・養護学校） 

人・かがやきプラン推進事業 

口和町人権楽習会 

①人権教育ファシリテーター養成講座 
②人権教育推進状況調査 

司法における人権についての学習講座 

人権学習研修マニュアル作成事業 

①人権教育ファシリテーター養成講座 
②人権教育推進状況調査 

アクティビティを体験

プログラムの洗い出し

報告書「社会教育における人権教育の推進状況」




